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ことしもまた、新たな縁（えにし）を結ぶ会 '14　　第 3 部！

第
一
章
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

	
	

に
見
る
利
益
相
反

そ
の
❶	

検
討
委
員
は
誰
の
味
方
？

江
戸
川
大
学
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
／
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
　
隈
本	

邦
彦	

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
）
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
の
検
討

会
は
二
〇
一
四
年
一
月
二
〇
日
、「
接
種
後
に

起
き
る
痛
み
や
歩
行
障
害
な
ど
の
副
作
用
は

心
因
性
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
見
解

を
ま
と
め
ま
し
た
。
か
な
り
強
引
に
。

　

で
は
、
検
討
会
メ
ン
バ
ー
は
、ワ
ク
チ
ン
を
製

造
販
売
し
て
い
る
二
つ
の
製
薬
会
社
、
グ
ラ
ク

ソ
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
（
Ｇ
Ｓ
Ｋ
）社
や
Ｍ
Ｓ
Ｄ
社

と
、ど
ん
な
つ
な
が
り
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
検
討
会
は
、
去
年
五
月
か
ら
、
厚
生

科
学
審
議
会
副
反
応
検
討
部
会
と
薬
事
・
食

品
衛
生
審
議
会
安
全
対
策
調
査
会
の
合
同
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
第
一
回
検
討
会
の
冒
頭
、
報
道
カ
メ

ラ
が
退
出
し
た
後
に
、
厚
労
省
の
担
当
者
は
、

委
員
か
ら
申
告
さ
れ
た
二
社
か
ら
の
金
銭
受

領
状
況
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

次
ペ
ー
ジ
に
各
委
員
の
受
取
金
額
一
覧
表
を

掲
載
し
ま
し
た
が
、
な
ん
と
出
席
し
た
委
員

十
四
人
の
う
ち
半
数
の
七
人
が
、
当
該
ワ
ク
チ

ン
メ
ー
カ
ー
か
ら
金
銭
を
受
け
取
っ
て
い
る
人

た
ち
で
し
た
。
特
に
園
部
委
員
と
五
十
嵐
委
員

は
、
受
取
金
額
が
五
〇
万
円
を
超
え
て
い
た
た

め
、
審
議
に
は
加
わ
れ
る
が
議
決
に
は
加
わ

れ
な
い
と
い
う
制
限
付
き
で
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
ワ
ク
チ
ン
の
副
作

用
に
つ
い
て
ほ
ん
と
う
に
公
正
な
判
断
が
行
わ

れ
る
の
か
、誰
だ
っ
て
疑
問
を
持
ち
ま
す
よ
ね
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
自
己
申
告
で
さ
え
極
め
て
い

い
加
減
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
検
討
会

で
次
々
と
あ
き
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
検
討
会

の
た
び
に
委
員
の
受
け
取
り
金
額
が
ど
ん
ど
ん

増
え
て
い
く
の
で
す
。
最
新
の
デ
ー
タ
と
の
比

較
を
次
ペ
ー
ジ
一
覧
表
の
右
欄
に
載
せ
ま
し
た
。

　

第
一
回
で
一
切
「
受
け
取
っ
て
い
な
い
」
と
自

己
申
告
し
て
い
た
稲
松
委
員
、
熊
田
委
員
が
、
そ

の
後
、
実
は
五
〇
万
円
以
下
の
金
銭
を
受
け
取
っ

て
い
た
こ
と
、
ま
た
Ｍ
Ｓ
Ｄ
か
ら
「
受
け
取
っ

て
い
な
い
」
と
し
て
い
た
多
屋
委
員
が
実
際
に

は
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
ま
た
岡
田
委
員
と
五
十
嵐
委
員
の
Ｍ
Ｓ
Ｄ
、

Ｇ
Ｓ
Ｋ
か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
受
取
金
額
は
、
最
初

の
申
告
の
五
〇
万
円
以
下
か
ら
、
五
〇
万
円
超

五
〇
〇
万
円
以
下
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

驚
く
べ
き
こ
と
で
す
。
こ
の
五
人
に
つ
い

て
は
、
最
初
の
申
告
が
虚
偽
だ
っ
た
か
（
単

純
ミ
ス
だ
っ
た
と
言
い
訳
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
）、
あ
る
い
は
こ
の
問
題
の
審
議
中
に

新
た
に
金
銭
を
受
け
取
っ
た
か
、
そ
の
い
ず

れ
か
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
利
益
相
反
の
正
確
な

申
告
が
で
き
な
い
か
、
審
議
中
に
製
薬
会
社

か
ら
金
を
受
け
取
る
よ
う
な
人
た
ち
は
、
委

員
の
適
性
を
欠
い
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
彼
ら
が
出
し
た
結
論

に
国
民
が
納
得
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
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第１章　子宮頸がんワクチンに見る利益相反

HPV ワクチンの副作用の検討委員たちの利益相反（2013 年 5月現在と 2014 年 1月現在の比較）
副反応検討部会

 氏 名 所属・役職 ２０１３年５月現在 ２０１４年１月現在

稲松 孝思 委員 都健康長寿医療センター
顧問 受け取っていない MSDから 50 万円以下

岡田 賢司 委員 福岡歯科大学教授 GSK から 50 万円以下
MSD から 50 万円以下

GSK から 50 万円以下
MSDから 50万円超 500万円以下

岡部 信彦 委員 川崎市健康安全研究所長 GSK から 50 万円以下
MSD から 50 万円以下

GSK から 50 万円以下
MSD から 50 万円以下

熊田 聡子 委員 都立神経病院神経小児科
医長 受け取っていない GSK から 50 万円以下

倉根 一郎 委員 国立感染症研究所副所長 受け取っていない 受け取っていない

薗部 友良 委員 育良クリニック小児科顧問 MSD から 50 万円超 500 万円以下 MSD から 50 万円超 500 万円以下

多屋 馨子 委員 国立感染症研究所
感染症疫学センター第三室長 GSK から 50 万円以下 GSK から 50 万円以下

MSDから 50 万円以下

永井 英明 委員 国立病院機構東京病院
外来診療部長 MSD から 50 万円以下 欠席

道永 麻里 委員 日本医師会常任理事 受け取っていない 受け取っていない

桃井 眞里子 委員 国際医療福祉大学副学長 受け取っていない 受け取っていない

安全対策調査会
 氏 名 所属・役職 ２０１３年５月現在 ２０１４年１月現在

五十嵐 隆 委員 国立成育医療研究センター
総長

GSK から 50 万円以下
MSD から 50 万円超 500 万円以下

GSKから50万円超500万円以下
MSD から 50 万円超 500 万円以下

遠藤 一司 委員 明治薬科大学教授 受け取っていない 受け取っていない

大野 泰雄 委員 国立医薬品食品衛生研究所
客員研究員 受け取っていない 受け取っていない

柿崎 暁 委員 群馬大学医学部附属病院 MSD から 50 万円以下 MSD から 50 万円以下

望月 真弓 委員 慶應義塾大学薬学部教授 未就任 MSD から 50 万円以下

　直近 3 年度のうち最も受取額の多い年度の受取額。
　年間 500 万円を超える場合は、その専門家は「審議に加わらない」
　年間 500 万円以下の場合は「審議には参加できるが、議決に加わらない」
　年間 50 万円以下の場合は「審議にも議決にも加わることができる」
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ことしもまた、新たな縁（えにし）を結ぶ会 '14　　第 3 部！

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）」

を
め
ぐ
っ
て
は
、
接
種
後
に
継
続
的
な
痛
み

や
発
熱
、
関
節
の
腫
れ
、
運
動
障
害
、
記
憶

障
害
な
ど
の
副
反
応
を
訴
え
る
人
が
相
次
ぎ
、

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
で
は
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク

ラ
イ
ン
（
Ｇ
Ｓ
Ｋ
）
社
の
「
サ
ー
バ
リ
ッ
ク

ス
」
と
Ｍ
Ｓ
Ｄ
社
の
「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
の
二

種
類
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
末
の
厚

生
労
働
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
発
売
か
ら
昨

年
九
月
末
ま
で
に
両
ワ
ク
チ
ン
合
わ
せ
て

二
三
二
〇
件
の
副
反
応
が
報
告
さ
れ
、
う
ち

医
師
が
重
篤
と
判
断
し
た
も
の
は
五
三
八
件

に
の
ぼ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
（
企
業
か
ら
の

報
告
と
医
療
機
関
か
ら
の
報
告
の
合
計
）。

　

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
、
国
は
昨
年
六

月
の
「
厚
生
科
学
審
議
会
予
防
接
種
・
ワ
ク

チ
ン
分
科
会
副
反
応
検
討
部
会
」
で
、
こ
の

ワ
ク
チ
ン
の
「
定
期
接
種
」（
予
防
接
種
法

に
基
づ
き
、
行
政
が
積
極
的
に
接
種
を
推
奨

す
る
こ
と
）
を
一
時
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。
小
学
六
年
生
か
ら
高
校
一
年
生

ま
で
の
女
子
を
対
象
に
接
種
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
か
ら
、
わ
ず
か
七
十
五
日
目
の
こ
と

で
し
た
。
現
在
も
、
定
期
接
種
を
継
続
す
る

か
ど
う
か
、
国
は
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
検
診
を
し
っ
か
り
と
受

け
れ
ば
予
防
が
可
能
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
毎
年
約
三
百
億
円
と
い
う
莫
大
な
税
金

を
投
じ
、
副
反
応
の
リ
ス
ク
を
冒
し
て
ま
で
、

中
高
生
の
女
子
全
員
に
ワ
ク
チ
ン
を
打
た
せ

る
意
味
が
あ
る
の
か
、
各
方
面
か
ら
疑
問
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
産
婦
人
科
の
偉
い
方
々
は
、

ど
う
し
て
も
ワ
ク
チ
ン
を
打
た
せ
た
い
よ
う

な
の
で
す
。
今
年
一
月
二
十
日
、
日
本
産
科

婦
人
科
学
会
な
ど
関
連
四
団
体
は
「
子
宮
頸

第
一
章
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
見
る
利
益
相
反

が
ん
予
防
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
接
種
勧

奨
差
控
え
の
状
況
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
声

明
文
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
こ
う

書
か
れ
て
い
ま
す
。「
接
種
勧
奨
が
一
刻
も
早

く
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
」。

ど
う
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
こ

だ
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
裏
を
見
る
と
、

ど
う
し
て
も
ワ
ク
チ
ン
会
社
の
影
が
ち
ら
つ

い
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

声
明
文
に
も
名
を
連
ね
て
い
ま
す
が
、
こ

の
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
活
動
を
担
っ
て
き
た
の

が
、「
子
宮
頸
が
ん
制
圧
を
め
ざ
す
専
門
家
会

議
」（
議
長
・
野
田
起
一
郎
近
畿
大
学
前
学
長
）

と
い
う
団
体
で
し
た
。
産
婦
人
科
や
小
児
科

の
医
学
部
教
授
、
ワ
ク
チ
ン
研
究
者
、
が
ん

検
診
関
係
者
な
ど
四
十
八
名
が
役
員
に
名
を

連
ね
て
お
り
、
〇
八
年
十
一
月
の
設
立
以
来
、

厚
労
大
臣
へ
の
提
言
、
国
会
議
員
、
地
方
議
員
、

行
政
担
当
者
へ
の
働
き
か
け
、
市
民
講
座
な

ど
の
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
こ
の
団
体
は
「
専
門
家
会
議
」
と

称
し
な
が
ら
、
実
は
と
て
も
ワ
ク
チ
ン
会
社

と
関
係
が
深
い
の
で
す
。
こ
の
団
体
に
は
、
ワ

そ
の
❷	「
専
門
家
会
議
」の
利
益
相
反ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
鳥
集	

徹	
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第１章　子宮頸がんワクチンに見る利益相反

ク
チ
ン
会
社
か
ら
多
額
の
資
金
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
各
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

開
さ
れ
て
い
る
資
料
に
よ
る
と
、
二
〇
一
二

年
度
は
Ｇ
Ｓ
Ｋ
社
か
ら
一
五
〇
〇
万
円
、
Ｍ

Ｓ
Ｄ
社
か
ら
二
〇
〇
〇
万
円
も
の
寄
付
金
が

拠
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

専
門
家
会
議
の
事
務
局
に
は
、
Ｇ
Ｓ
Ｋ
社

の
ワ
ク
チ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
の
元
部
長

も
在
籍
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
筆
者
は
「
週

刊
文
春
」
の
取
材
班
の
一
員
と
し
て
、
こ
の

問
題
を
取
材
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
得
た
関

係
者
の
証
言
に
よ
る
と
、
専
門
家
会
議
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
会
社
の
社
員
が

い
つ
も
同
席
し
て
い
た
そ
う
で
す
（
二
〇
一
三

年
六
月
二
十
七
日
付
週
刊
文
春
「
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
推
進
の
急
先
鋒
・
松
あ
き
ら
公

明
党
副
代
表
夫
と
製
薬
会
社
の
蜜
月
」）。

　

そ
も
そ
も
、
専
門
家
会
議
の
事
務
局
は
「
朝

日
エ
ル
」
と
い
う
広
告
会
社
の
中
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
メ
ー
カ
ー
が
お
金
と

人
を
出
し
、
広
告
会
社
が
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
企
画
・
運
営
す
る
─
─
そ
れ
が
、「
専
門

家
会
議
」
の
実
態
な
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
専
門
家
会
議
の
実
行
委
員
長
と

し
て
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
旗
振
り
役
を

果
た
し
て
き
た
自
治
医
科
大
学
附
属
さ
い
た

ま
医
療
セ
ン
タ
ー
産
婦
人
科
教
授
・
今
野
良

医
師
も
、
ワ
ク
チ
ン
会
社
と
無
視
で
き
な
い

関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
二
〇
一
〇
年
、
婦
人

科
が
ん
専
門
誌
に
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
日
本
で

の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
検
討
し
た
論
文
が

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
五
人
の
共
著
者
の
う
ち
、

筆
頭
著
者
が
今
野
医
師
な
の
で
す
が
、
そ
こ

に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
研
究
は
日
本
Ｇ
Ｓ
Ｋ
の
補
助
金
に
支
援

さ
れ
た
。
今
野
良
は
日
本
Ｇ
Ｓ
Ｋ
、
日
本
メ

ル
ク
（
現
Ｍ
Ｓ
Ｄ
）、
日
本
キ
ア
ジ
ェ
ン
よ
り

研
究
費
や
旅
費
、
講
習
会
や
専
門
会
議
の
謝

礼
金
を
受
領
し
た
。
彼
は
Ｇ
Ｓ
Ｋ
バ
イ
オ
ロ

ジ
カ
ル
ズ
の
顧
問
・
専
門
家
委
員
会
の
一
員

で
あ
る
」

　

Ｇ
Ｓ
Ｋ
バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
ズ
は
Ｇ
Ｓ
Ｋ
の

ワ
ク
チ
ン
部
門
で
、
同
論
文
の
共
著
者
の
二

人
が
同
社
の
人
間
で
す
。
つ
ま
り
、
ワ
ク
チ

ン
会
社
の
お
金
と
人
が
関
わ
っ
た
論
文
が
、

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
公
費
助
成
の
必
要
性

を
示
す
論
拠
の
一
つ
と
な
り
、
な
ん
と
厚
労

省
の
資
料
に
ま
で
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

取
材
班
が
ワ
ク
チ
ン
メ
ー
カ
ー
か
ら
供
与
さ

れ
た
金
額
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
今

野
医
師
も
自
治
医
大
も
回
答
を
拒
否
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ

た
情
報
に
よ
る
と
、
二
〇
一
二
年
度
に
Ｇ
Ｓ

Ｋ
社
は
一
〇
〇
万
円
を
同
医
師
の
教
室
に
寄

付
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
専
門
家
会
議

の
役
員
で
ワ
ク
チ
ン
メ
ー
カ
ー
か
ら
利
益
供

与
を
受
け
て
い
る
の
は
、
今
野
医
師
一
人
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
来
、高
血
圧
薬
の
「
デ
ィ
オ
バ
ン
」（
ノ

バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
社
）、
同
「
ブ
ロ
プ
レ

ス
」（
武
田
薬
品
）、
白
血
病
薬
「
タ
シ
グ
ナ
」

（
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
社
）
な
ど
、
臨
床

試
験
を
め
ぐ
る
不
正
疑
惑
が
相
次
い
で
発
覚

し
ま
し
た
（
い
ず
れ
も
商
品
名
）。

　

製
薬
会
社
が
お
金
と
人
を
出
し
、「
専
門
家
」

の
名
を
借
り
て
薬
の
販
促
に
利
用
す
る
─
─

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
問
題
の
背
後
に
、

デ
ィ
オ
バ
ン
事
件
と
同
様
の
構
図
が
あ
る
と

思
う
の
は
筆
者
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
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二
〇
〇
九
年
十
月
、
グ
ラ
ク
ソ
・
グ
ラ
ク

ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
（
Ｇ
Ｓ
Ｋ
）
社
の
「
サ
ー

バ
リ
ッ
ク
ス
」
が
、
日
本
で
初
め
て
の
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
、
国
か
ら
承
認
を

受
け
ま
し
た
（
Ｍ
Ｓ
Ｄ
社
「
ガ
ー
ダ
シ
ル
の

承
認
は
一
一
年
七
月
」。

　

そ
の
直
後
か
ら
、「
し
き
ゅ
う
の
お
知
ら
せ
」

と
銘
打
っ
た
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
使
っ
た
大
々
的
な
普
及

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え

て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
三
回
の
接
種

が
必
要
と
さ
れ
、
合
計
で
約
五
万
円
の
費
用

が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、「
子
宮
頸
が
ん
制

圧
を
め
ざ
す
専
門
家
会
議
」
な
ど
の
推
進
派

は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
公
費
助
成
を
求

め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
翌
一
〇
年
度
に
は
早
く
も
国

と
自
治
体
で
費
用
負
担
を
す
る
緊
急
促
進
事

業
が
ス
タ
ー
ト
。
さ
ら
に
、
〇
三
年
四
月
に
は

予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
、
年
間
約
三
百
億

円
の
地
方
交
付
税
を
充
て
て
、
小
学
六
年
生

か
ら
高
校
一
年
生
の
女
子
を
対
象
に
、
原
則

無
料
で
定
期
接
種
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
言

う
間
に
定
期
接
種
と
な
っ
た
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
で
す
が
、
そ
の
快
進
撃
は
、
政
治
家

の
後
押
し
な
し
に
あ
り
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

国
会
で
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
普
及
の
旗

振
り
役
と
な
っ
た
一
人
が
、
引
退
し
た
公
明

党
の
松
あ
き
ら
前
参
議
院
議
員
で
す
。
松
前

議
員
の
動
き
は
Ｇ
Ｓ
Ｋ
社
が
サ
ー
バ
リ
ッ
ク

ス
を
日
本
で
承
認
申
請
し
た
直
後
に
始
ま
り
、

こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
推
進
を
強
力
に
推
し
進
め

る
発
言
を
国
会
で
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
〇
八
年
二
月
に
は
ワ
ク
チ
ン

の
早
期
承
認
、
接
種
へ
の
助
成
を
当
時
の
舛

添
要
一
厚
労
省
に
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

第
一
章
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
見
る
利
益
相
反

承
認
四
ヵ
月
前
の
〇
九
年
六
月
の
参
議
院
決

算
委
員
会
で
は
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
こ
う
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

「
菌
は
こ
れ
は
投
与
す
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
ね
。
で
す
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
副
作
用
が
な

い
ん
で
す
」

　

何
が
な
ん
で
も
副
作
用
は
な
い
こ
と
に
し

た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
〇
年
八
月
の
参

議
院
予
算
委
員
会
で
は
、「
一
定
程
度
の
副
作

用
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
べ
き
」
と
述
べ
た

長
妻
昭
厚
労
相
に
こ
う
か
み
つ
い
て
い
ま
す
。

「
一
体
何
を
指
し
て
一
定
程
度
の
副
作
用
が
あ

る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
か
」

　

さ
ら
に
、
十
一
年
九
月
の
参
議
院
予
算
委

員
会
で
も
、
小
宮
山
洋
子
厚
労
相
に
こ
の
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
を
迫
り
ま
し
た
。

「
私
が
こ
こ
へ
出
て
き
ま
す
と
、
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
の
こ
と
を
や
ら
な
い
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
ま
た
か
と
思
わ
れ
て
も
何
度

も
」

　

し
か
し
、
松
前
議
員
の
「
信
念
」
と
は
裏

腹
に
、
ワ
ク
チ
ン
承
認
を
審
査
す
る
厚
労
省

薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
で
は
当
初
か
ら
、

そ
の
❸	

政
治
家
は
、こ
う
動
く

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
鳥
集	

徹	



13 ことしもまた、新たな縁（えにし）を結ぶ会 '14　　第 3 部！

縁………絆………縁………絡………縁………紡………縁………編………縁………網………縁………繋………縁………糺………縁

縁………絆………縁………絡………縁………紡………縁………編………縁………網………縁………繋………縁………糺………縁

第１章　子宮頸がんワクチンに見る利益相反

一
部
の
委
員
か
ら
早
期
の
承
認
や
安
全
性
に

疑
問
を
呈
す
る
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
承
認
後
の
同
省
検
討
会
で
も
「
失
神

が
こ
ん
な
に
多
い
予
防
接
種
は
見
た
こ
と
が

な
い
」
と
い
う
声
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
松
前
議
員
が
こ
れ
ほ

ど
熱
心
に
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
推
し
た
の
は
な

ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
裏
に
は
、
や
は

り
製
薬
会
社
の
影
が
ち
ら
つ
く
の
で
す
。

　

実
は
、「
松
前
議
員
が
熱
心
な
の
は
、
夫
が

Ｇ
Ｓ
Ｋ
社
の
顧
問
弁
護
士
だ
か
ら
」
と
い
う

話
が
、
当
時
か
ら
永
田
町
や
厚
労
省
の
間
で

は
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

週
刊
文
春
の
取
材
に
対
し
、
松
前
議
員
の

夫
で
あ
る
西
川
知
雄
弁
護
士
は
「
守
秘
義
務

が
あ
る
の
で
回
答
致
し
か
ね
る
」
と
答
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
西
川
弁
護
士
の
国
際
法
律

事
務
所
は
、
〇
九
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
騒
動
で
Ｇ
Ｓ
Ｋ
社
製
な
ど
の
海
外
ワ
ク
チ

ン
を
大
量
に
輸
入
し
た
際
、
そ
れ
に
必
要
な

法
律
の
成
立
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

西
川
弁
護
士
は
、
Ｇ
Ｓ
Ｋ
英
国
本
社
の
上
席

副
社
長
ダ
ン
・
ト
ロ
イ
氏
と
と
も
に
、
同
じ

国
際
法
律
事
務
所
で
一
緒
に
活
躍
し
て
い
た

過
去
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
西
川
弁
護
士
か
ら
、
松
前
議
員
は
自

身
の
政
治
団
体
や
代
表
を
勤
め
る
政
党
支
部

に
、
十
八
年
間
で
約
一
億
四
千
万
円
の
政
治

献
金
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
（
政
治
資
金

収
支
報
告
書
よ
り
）。
松
氏
は
文
春
の
取
材
に
、

「
夫
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
従
っ
て
私
の
仕
事
に
影
響
を
与
え

る
よ
う
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」

　

と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
の
献

金
を
受
け
取
っ
て
い
て
、
夫
が
政
治
活
動
と

は
関
係
な
い
と
言
う
の
は
、
無
理
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
夫

が
Ｇ
Ｓ
Ｋ
社
と
近
い
立
場
に
あ
る
な
ら
ば
、

李
下
に
冠
を
正
さ
ず
、
国
会
議
員
と
し
て
同

社
の
利
益
誘
導
に
な
る
よ
う
な
答
弁
を
繰
り

返
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
製
薬
会
社
と
医
師
だ
け
で

な
く
、
製
薬
会
社
と
推
進
派
の
政
治
家
と
の

間
に
も
利
益
相
反
、
す
な
わ
ち
癒
着
を
疑
わ

せ
る
状
況
が
あ
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ワ
ク
チ
ン
を
後
押
し
し
た
政

治
家
は
松
前
議
員
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

製
薬
会
社
は
そ
の
資
金
力
に
も
の
を
言
わ
せ
、

国
会
周
辺
で
影
響
を
強
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

政
府
に
ワ
ク
チ
ン
承
認
と
助
成
金
拠
出
を

働
き
か
け
る
の
に
、「
新
日
本
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
（
新
Ｐ
Ａ
）
社
」
と
い
う
ロ

ビ
イ
ン
グ
会
社
が
暗
躍
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
（
元
日
本
経

済
新
聞
編
集
委
員
）
の
磯
山
友
幸
氏
に
よ
る

と
、
同
社
は
与
野
党
の
厚
生
族
議
員
に
議
員

連
盟
の
設
立
を
働
き
か
け
た
り
、
Ｇ
Ｓ
Ｋ
社

の
社
員
と
一
緒
に
各
議
員
の
事
務
所
を
訪
れ

た
り
し
て
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
重
要
性
を
説

い
て
回
っ
た
そ
う
で
す
（
二
〇
一
一
年
八
月

二
十
四
日
付
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
「
国
際
会
計
基

準IFRS

反
対
派"

逆
転
勝
利"

の
裏
側
で
動

い
て
い
た
『
日
本
版
ロ
ビ
イ
ス
ト
』」）。

　

国
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
の
が
、
本
来

の
国
会
議
員
の
仕
事
の
は
ず
で
す
。
こ
の
ワ

ク
チ
ン
が
「
副
作
用
は
な
い
」
と
言
い
切
れ

る
も
の
だ
っ
た
の
か
、
松
元
議
員
を
は
じ
め

と
す
る
推
進
派
の
議
員
た
ち
は
、
き
ち
ん
と

検
証
し
て
発
言
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
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「
利
益
相
反
」
と
い
う
と
、
医
師
と
製
薬
会

社
と
の
関
係
ば
か
り
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
製
薬
会
社
と
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
間
に
も
、
利
益
相
反
と
い
う
言

葉
で
表
す
の
が
ふ
さ
わ
し
い
状
況
が
生
ま
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
メ
ー
カ
ー
が
資
金
提
供
し
て
い

る
「
子
宮
頸
が
ん
制
圧
を
め
ざ
す
専
門
家

会
議
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、「EU

RO
GIN

 

2010

＆2010 W
ACC Forum

参
加
・
取

材
ツ
ア
ー
」
の
活
動
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
モ
ナ
コ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
最
大
の

子
宮
頸
が
ん
学
会
・
国
際
会
議
に
参
加
す
る

企
画
で
、
四
日
間
に
わ
た
り
情
報
収
集
や
啓

発
団
体
と
の
交
流
を
図
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
に
は
、
子
宮
頸
が
ん
啓
発
団

体
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
、
細
胞
検
査
士
、
行

政
職
員
十
二
名
が
参
加
し
た
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
注
目
し
た
い
の
が
メ
デ
ィ

ア
関
係
者
。
フ
リ
ー
の
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
や
ラ
イ
タ
ー
三
名
に
加
え
、
毎
日
新
聞
科

学
環
境
部
記
者
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
決
し
て
安
く
な
い
で
あ
ろ
う
モ
ナ

コ
ま
で
の
旅
費
で
す
が
、
そ
の
お
金
は
一
体

ど
こ
か
ら
出
た
の
で
し
ょ
う
か
。　

　

専
門
家
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

二
〇
一
二
年
に
プ
ラ
ハ
で
開
か
れ
た
同
じ
学

会
・
会
議
へ
の
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集
告
知
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
成
田
～
プ
ラ
ハ
往
復
航
空
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
）

運
賃
、
現
地
宿
泊
費
（
朝
食
付
）、
学
会
参
加

費
は
、
主
催
者
で
負
担
い
た
し
ま
す
」

　

と
あ
り
ま
す
か
ら
、
当
然
、
モ
ナ
コ
で
の

会
議
の
費
用
も
専
門
家
会
議
か
ら
出
た
の
で

し
ょ
う
。
こ
の
ツ
ア
ー
の
報
告
書
を
読
む
と
、

学
会
・
会
議
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
参
加
だ
け
で
な

く
、
協
力
企
業
（
万
有
製
薬
、
Ｇ
Ｓ
Ｋ
，
キ

ア
ゲ
ン
）
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
そ
れ

第
一
章
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
見
る
利
益
相
反

に
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
や
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

デ
ィ
ナ
ー
ま
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
の
お
金
を
出
す
わ
け
で
す
か
ら
、

ス
ポ
ン
サ
ー
は
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
に
当
然
、

記
事
を
書
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
そ
し
て

メ
デ
ィ
ア
関
係
者
も
が
ん
ば
っ
て
、
そ
れ
に

応
え
よ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。

　

事
実
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
医
療

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
一
人
が
「
が
ん
ナ
ビ
」

と
い
う
日
経
Ｂ
Ｐ
社
が
運
営
す
る
医
療
サ
イ

ト
に
、
モ
ナ
コ
で
の
取
材
を
も
と
に
、
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
普
及
と
公
費
助
成
の
課
題

を
テ
ー
マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
同
ワ

ク
チ
ン
の
副
反
応
が
問
題
と
な
っ
た
昨
年
七

月
に
も
、
そ
の
対
応
を
訴
え
つ
つ
「
有
効
性
、

必
要
性
は
あ
る
」
と
す
る
記
事
を
「
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
」

（
朝
日
新
聞
出
版
）
に
書
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
記
事
中
に
は
い
ず
れ

も
、
ワ
ク
チ
ン
メ
ー
カ
ー
か
ら
資
金
提
供
を

受
け
て
い
る
自
治
医
科
大
学
附
属
さ
い
た
ま

医
療
セ
ン
タ
ー
産
婦
人
科
教
授
・
今
野
良
医

師
の
コ
メ
ン
ト
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
❹	

宣
伝
に
貢
献
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
鳥
集	

徹	
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第１章　子宮頸がんワクチンに見る利益相反

　

つ
ま
り
、
こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
書
い

た
記
事
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
持
ち
上
げ
る
「
ち
ょ

う
ち
ん
記
事
」
あ
る
い
は
「
ス
テ
ル
ス
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
（
消
費
者
に
宣
伝
と
気
づ
か
れ

な
い
よ
う
宣
伝
す
る
行
為
）」
に
加
担
し
た
と

批
判
さ
れ
て
、
仕
方
が
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
利
益
相
反
が
疑
わ
れ
る
状
況
を

隠
し
て
記
事
を
書
く
の
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
フ
ェ
ア
と
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

近
年
の
医
学
論
文
投
稿
の
ル
ー
ル
に
な
ら
っ

て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
当
該
の
問
題
に
つ

い
て
書
く
場
合
に
は
、
利
益
相
反
を
開
示
す

る
ル
ー
ル
を
つ
く
る
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

筆
者
は
約
三
十
年
前
、
同
志
社
大
学
の
新

聞
学
専
攻
と
い
う
と
こ
ろ
に
入
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
当
時
は
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
圧
力

か
ら
、
い
か
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
批
判
精

神
を
守
る
の
か
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
毎
日
新
聞
の
記
者
ま
で
が

こ
の
お
抱
え
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
い
る
よ
う

に
、
そ
う
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
原
則
論

に
対
す
る
意
識
は
、
メ
デ
ィ
ア
全
体
に
薄
く

な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
、
製
薬
会
社
が
大
き
な
ス
ポ
ン
サ
ー

と
な
っ
て
い
る
医
療
分
野
で
は
、
そ
の
意
識

が
非
常
に
低
い
と
感
じ
ま
す
。
た
と
え
ば
新

聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
の
医
療
記
者
や
、
フ
リ
ー

の
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ラ
イ
タ
ー
の
も

と
に
は
、
製
薬
会
社
や
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー

な
ど
か
ら
頻
繁
に
、
記
者
発
表
会
や
メ
デ
ィ

ア
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
お
知
ら
せ
が
来
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
催
し
に
参
加
す
る
と
、
資
料
と

と
も
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
メ
モ
帳
な
ど
の
グ
ッ

ズ
が
配
付
さ
れ
、
と
き
に
は
お
昼
に
豪
華
弁

当
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
筆
者
も

正
直
に
告
白
し
ま
す
が
、
一
度
、
弁
当
を
食

べ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
手
出
版
社
の
編
集
部
に
出
入
り

し
て
い
る
と
、
社
員
編
集
者
か
ら
暗
に
広
告

主
に
配
慮
し
た
記
事
を
書
く
よ
う
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
筆
者
自
身
、
医
療

の
利
益
相
反
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
事
を
書
い

た
ら
、
広
告
と
の
関
係
で
掲
載
が
延
ば
さ
れ

た
経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
医

師
だ
け
で
な
く
メ
デ
ィ
ア
に
も
、
製
薬
会
社

と
の
利
益
相
反
が
明
ら
か
に
あ
る
の
で
す
。

も
う
一
つ
、
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
し

て
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
医
師
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
の
利

益
相
反
で
す
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ほ
と
ん

ど
は
、
医
学
の
専
門
教
育
を
受
け
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
取
材
に

は
医
学
の
知
識
が
あ
る
医
師
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
と
く
に
、
医
学
部
教
授
や
有
名
病

院
の
部
長
な
ど
、
肩
書
き
が
あ
る
医
師
の
コ

メ
ン
ト
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
医

療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
最
初
か
ら
、
医
師
を

批
判
し
に
く
い
環
境
に
あ
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
圧
倒
的
に
知
識
・
経
験
の
あ
る

医
師
は
患
者
に
対
し
て
、
や
ろ
う
と
思
え
ば

い
つ
で
も
生
命
・
財
産
・
権
利
を
奪
え
る
「
権

力
者
」
の
立
場
に
あ
り
ま
す
。
権
力
に
対
す

る
監
視
役
で
あ
る
は
ず
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

は
医
療
に
対
し
て
も
、
つ
ね
に
厳
し
い
目
を

向
け
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
。
で
す
が
、
そ
れ

が
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
の
問
題
は
、
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
あ
り
方
も
問
う
て
い
る
の
で
す
。
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「
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
推
奨
し
て
い
ま
す
」

　

厚
生
労
働
省
、
推
進
派
の
医
師
団
体
、
製

薬
企
業
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）の
有
効
性
と
安
全

性
を
示
す
有
力
な
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
お
墨
付
き
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
ま
た
製
薬
企

業
な
ど
か
ら
の
多
額
の
寄
付
に
頼
っ
て
い
る

た
め
、
そ
の
公
共
性
と
公
益
性
を
い
か
に
保

つ
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

寄
付
頼
み
の
財
政

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
主
な
財
源
は
、
一
九
五
の
加
盟

国
と
準
加
盟
国
が
出
し
合
う
分
担
金
と
任
意

の
寄
付
で
す
が
、
分
担
金
は
予
算
全
体
の
二

割
し
か
あ
り
ま
せ
ん（
下
図
）。

　

二
〇
一
〇
年
と
一
一
年
の
二
年
間
で
は
、
総

予
算
四
九
四
五
億
円
の
う
ち
、
三
四
五
二
億

円
は
お
金
や
医
薬
品（
現
物
）な
ど
の
寄
付
に

よ
る
も
の
で
し
た
ⅰ 

。
寄
付
金
の
五
割
は
加
盟

国
、
二
割
は
国
連
機
関
な
ど
が
提
供
し
て
い

ま
す
が
、
民
間
か
ら
の
寄
付
と
同
様
、
大
半

第
一
章
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
見
る
利
益
相
反

は
提
供
者
が
使
い
道
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
年
次
総
会
で
、
分
担
金
額
に
関

わ
ら
ず
各
加
盟
国
が
一
票
ず
つ
投
票
権
を
行

使
し
て
事
業
計
画
や
政
策
を
決
定
し
ま
す
。
し

か
し
、
な
に
し
ろ
予
算
の
ほ
と
ん
ど
が
使
い

道
を
指
定
さ
れ
た
寄
付
で
す
か
ら
、
総
会
で

決
め
た
通
り
に
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
際
保
健

の
優
先
課
題
を
見
極
め
、
課
題
解
決
に
率
先

し
て
取
り
組
む
べ
き
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
財
源
理
由
で

身
動
き
が
と
れ
ず
、寄
付
者
の
利
益（interest

）

に
沿
っ
た
事
業
の
遂
行
機
関
に
な
り
か
ね
な

い
状
況
な
の
で
す
。

　

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
チ
ャ
ン
事
務
局
長
は

一
〇
年
一
月
、
非
公
式
の
諮
問
会
議
を
開
き
、

財
源
問
題
に
よ
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
危
機
を
訴
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
豊
富
な
資
金
力
を
持
つ
寄

付
者
の
影
響
を
排
す
る
の
は
容
易
で
は
な
さ

そ
う
で
す
。

国
家
の
分
担
金
を

上
回
る
企
業
の
寄
付

　

一
年
間
の
分
担
金
が
数
十
万
～
数
百
万
円

そ
の
❺	

W
H
O（
世
界
保
健
機
関
）、あ
な
た
ま
で
！

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
太
田	

美
智
子	

世界保健機関の財源（2010 ～ 2011 年度）
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第１章　子宮頸がんワクチンに見る利益相反

と
い
う
低
所
得
の
加
盟
国
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
未
払
い
の
国
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
製
薬
企
業
に
よ
る
寄
付
は
と
て
も

高
額
で
す
。

　

な
か
で
も
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
サ
ー
バ

リ
ッ
ク
ス
を
製
造
販
売
す
る
英
グ
ラ
ク
ソ
・

ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
社
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し

た
。
一
〇
～
一
一
年
に
一
億
三
三
〇
〇
万
円

の
金
銭
と
八
〇
億
八
四
〇
〇
万
円
相
当
の
ワ

ク
チ
ン
な
ど
現
物
を
寄
付
し
て
い
ま
す 

ⅱ
。

ガ
ー
ダ
シ
ル
を
製
造
販
売
す
る
米
メ
ル
ク

社（
日
本
で
は
子
会
社
の
Ｍ
Ｓ
Ｄ
）
も
、
計

二
億
四
六
〇
〇
万
円
相
当
の
お
金
と
現
物
を

寄
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
社
に
よ
る
寄
付

だ
け
で
、
同
期
間
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
全
予
算
の
一
・

七
％
を
占
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
加
盟
国
分
担
金
額
が
第
三
位

の
ド
イ
ツ
の
二
年
分（
七
八
億
六
二
〇
〇
万

円
）
を
上
回
る
額
で
す
。
ち
な
み
に
、
日
本

は
第
二
位（
一
〇
年 

七
八
億
七
六
〇
〇
万
円
、

一
一
年 

五
九
億
三
六
〇
〇
万
円
）、
第
一
位
は

米
国
（
両
年
と
も
に
一
一
一
億
五
九
〇
〇
万

円
）
で
し
た
ⅲ 

。

世
界
的
な
ワ
ク
チ
ン
推
進
の

波
の
中
で

　

寄
付
金
額
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
ビ

ル
・
ア
ン
ド
・
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団
の

四
五
五
億
八
〇
〇
万
円
で
し
た
。
次
い
で
、
国

際
ロ
ー
タ
リ
ー
、
国
連
開
発
計
画
で
、
四
番
目

が
Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ（Global Alliance for Vaccines 

and Im
m

unization

）の
一
〇
〇
億
八
〇
〇
〇
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
好
き
を
公
言
し
て
い
る
ビ
ル
・

ゲ
イ
ツ
氏
が
設
立
し
た
ゲ
イ
ツ
財
団
は
、
最

貧
国
へ
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
や
新
し
い
ワ
ク
チ

ン
の
研
究
開
発
な
ど
、
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
関
与
し
て

い
ま
す
。
Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ
は
ユ
ニ
セ
フ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、

世
界
銀
行
、
ゲ
イ
ツ
財
団
を
常
任
理
事
と
し
、

世
界
の
最
貧
国
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の

新
し
い
ワ
ク
チ
ン
を
供
給
す
る
た
め
、
資
金

調
達
や
市
場
形
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
団
体

で
す
。

　

他
に
も
、
七
億
九
〇
〇
〇
万
円
を
寄
付
し

た
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｈ（Program

 for Appropriate 

Technology in H
ealth

）な
ど
、
ア
フ
リ
カ
・

ア
ジ
ア
や
中
南
米
の
低
所
得
国
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
導
入
に
取
り
組
む
組
織
も
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
製
薬
企
業
だ
け
で
な
く
、
世

界
で
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
や
接
種
を
推
進
し
て

い
る
様
々
な
組
織
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
後

押
し
し
、
さ
ら
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
多
額
の
寄
付
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
ガ
ー
ダ
シ
ル
と
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス

は
〇
九
年
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
最
貧
国
に
供
給
す
べ

き
有
効
で
安
全
な
薬
に
認
定
す
る
「
事
前
認

定
」
を
受
け
、
Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
通
じ
て
通
常
の

二
〇
分
の
一
以
下
の
価
格
で
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
に
よ
る
世
界
の
死
者
数
の

八
五
％
は
低
所
得
国
の
女
性
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
一
見
、
よ
い
こ
と
の
よ
う
に

思
え
ま
す
。
し
か
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
寄
付
者

と
の
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係
が
深
ま
る

中
で
、
果
た
し
て
寄
付
者
に
不
適
切
な
優

遇
は
な
い
の
か
、
副
作
用
な
ど
の
問
題
に

迅
速
に
公
正
な
対
応
が
で
き
る
の
か
、
疑

問
が
あ
り
ま
す
。

ⅰ）WHO の予算は二年ごとに決定される。文中の金額はすべて 1 ドル＝ 102 円換算。Document A65/29. WHO  
ⅱ）Document A65/29 Add.1. WHO　ⅲ）Document A65/30. WHO　
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ロ
ビ
イ
ス
ト
も
し
く
は
ロ
ビ
ー
活
動
と
い

う
も
の
は
、
お
よ
そ
映
画
の
世
界
の
こ
と
だ

と
、
そ
れ
ま
で
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）が
定
期
接
種
化
さ
れ
る
過
程

で
ロ
ビ
イ
ス
ト
が
介
在
し
て
い
た
と
い
う
話

を
初
め
て
耳
に
し
た
と
き
、
ロ
ビ
イ
ス
ト
と

は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
人
種
な
の
か
。
ど
ん

な
人
が
、
ど
う
い
っ
た
動
き
・
仕
事
を
し
て

み
せ
る
の
か
、
記
者
と
し
て
、
興
味
関
心
が

沸
き
た
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

す
ぐ
に
取
材
を
は
じ
め
ま
し
た
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
承
認
、
定
期
接
種
化
に
む
け
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
国
会

議
員
ら
に
、
ロ
ビ
イ
ス
ト
と
の
接
触
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
、
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
こ
で

ど
ん
な
話
を
聞
き
、
ど
う
行
動
に
移
し
た
の

か
、
尋
ね
て
ま
わ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、

な
か
な
か
手
応
え
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

民
主
党
政
権
時
代
の
厚
労
政
務
三
役
経
験

者
で
す
ら
、「
そ
う
い
え
ば
あ
の
会
合
に
、
そ

の
方（
ロ
ビ
イ
ス
ト
）い
た
な
あ
」「
た
し
か
に

あ
の
勉
強
会
の
席
に
い
た
の
は
覚
え
て
い
る
。

だ
け
ど
あ
の
方
、
そ
ん
な
に
力
を
持
っ
て
い

る
の
？
」
と
い
っ
た
程
度
な
の
で
す
。

　

グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン（
Ｇ
Ｓ
Ｋ
）

社
製
の
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
、
Ｍ
Ｓ
Ｄ
社
の

ガ
ー
タ
シ
ル
の
販
売
が
承
認
さ
れ
た
と
き
、

厚
生
労
働
大
臣
だ
っ
た
長
妻
昭
議
員
は
、
ロ

ビ
イ
ス
ト
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
よ
う
で
し

た
。

　

ふ
た
つ
の
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
ひ

と
つ
は
、
ロ
ビ
イ
ス
ト
は
民
主
党
に
も
働
き

か
け
て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
強
く
働
き
か
け

て
い
た
の
は
、
民
主
党
で
は
な
く
自
民
党
、

公
明
党
の
議
員
た
ち
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
ロ
ビ
ー
活
動
は

二
〇
〇
九
年
の
政
権
交
代
以
前
か
ら
始
ま
っ

第
一
章
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
見
る
利
益
相
反

て
い
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
し
、
法
改
正
や

政
策
実
現
、
利
害
調
整
の
イ
ロ
ハ
を
知
悉
し

て
い
る
の
は
民
主
党
よ
り
自
民
党
な
の
だ
と
、

ロ
ビ
イ
ス
ト
が
踏
ん
で
い
た
こ
と
も
物
語
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
が
ふ
た
つ
目
に
な
る
の
で
す
が
、
ロ

ビ
ー
活
動
、
最
近
の
言
い
方
で
い
う
と
、「
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
戦
略
」
と
い
う

の
は
、
ひ
と
つ
の
政
策
実
現
の
た
め
に
議
員

や
官
僚
に
陳
情
す
る
だ
け
で
な
く
、
メ
デ
ィ

ア
、
市
民
運
動
家
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
人
に
働
き
か
け
る
た
め
、
推
進
派
の
当
人

た
ち
に
も
、
そ
の
戦
略
の
渦
中
に
い
る
こ
と

を
気
づ
か
せ
な
い
の
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
前
大
統
領
を

誕
生
さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
共
和
党
系
の
大
物

ロ
ビ
イ
ス
ト
が
映
画
の
主
人
公
に
も
な
る
な

ど
、
そ
の
存
在
は
大
き
く
、
社
会
的
な
地
位

も
高
く
、
目
立
ち
ま
す
。
依
頼
者
で
あ
る
特

定
の
企
業
や
業
界
―
―
た
と
え
ば
防
衛
産
業

界
、
原
子
力
産
業
界
、
製
薬
産
業
界
な
ど
―

―
の
代
弁
者
と
し
て
、
法
改
正
や
政
策
実
現

の
た
め
に
動
き
、
高
い
報
酬
を
え
ま
す
。
そ

そ
の
❻	

ロ
ビ
イ
ス
ト
は
こ
う
暗
躍
す
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
野
中	

大
樹	
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第１章　子宮頸がんワクチンに見る利益相反

の
傍
若
無
人
な
振
舞
い
は
批
判
の
対
象
に
も

な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ロ
ビ
ー
活
動
が
日

本
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
移
入
す
る
際
に
は
、

ア
メ
リ
カ
型
の
ロ
ビ
イ
ン
グ
を
反
面
教
師
と

し
た
節
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
露
骨
な

利
益
誘
導
型
で
は
な
く
、
市
民
感
覚
に
根
ざ

し
、
公
益
性
に
も
叶
い
、
社
会
の
発
展
に
つ

な
が
る
よ
う
な
ロ
ビ
イ
ン
グ
で
す
。

　

そ
の
新
し
い
か
た
ち
こ
そ
が
、
前
述
し
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
戦
略
で
す
。

単
に
官
僚
や
議
員
に
陳
情
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
議
員
連
盟
の
設
立
を
働
き
か
け
た
り
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
か
せ
た
り
、
メ
デ
ィ
ア

関
係
者
に
こ
と
の
「
重
要
性
」
を
説
き
、
記

事
を
書
か
せ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
や
り
方
は
、

Ｐ
Ｒ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
）会
社

の
仕
事
と
も
通
底
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
雑
誌
に
、
そ

の
記
者
の
記
事（
番
組
）が
出
た
と
き
、
読
者

（
視
聴
者
）は
そ
れ
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
フ
ェ

ア
ー
ズ
戦
略
の
上
に
の
っ
か
っ
た
記
事
だ
と

は
認
識
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
が
、
新
聞
や
雑

誌
で
は
っ
き
り
と
「
広
告
」
で
あ
る
こ
と
を

見
せ
る
広
告
代
理
店
と
、
ロ
ビ
ー
会
社
お
よ

び
Ｐ
Ｒ
会
社
の
違
う
と
こ
ろ
で
す
。
社
会
か

ら
の
「
見
え
方
」
が
、
似
て
い
る
よ
う
で
、

違
う
の
で
す
。

　

Ｇ
Ｓ
Ｋ
社
が
ロ
ビ
イ
ン
グ
を
委
託
し
た
ロ

ビ
ー
企
業
は
、
ま
さ
し
く（
株
）
新
日
本
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ（
新
日
本
Ｐ
Ａ
）と

い
う
名
で
し
た
。

　

利
益
相
反
の
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
ロ
ビ

イ
ス
ト
に
は
ど
ん
な
責
任
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。
私
の
中
で
、
ま
だ
結
論

は
出
て
い
ま
せ
ん
。
言
え
る
の
は
、
企
業
か

ら
報
酬
を
え
て
動
く
ロ
ビ
イ
ス
ト
は
、
自
分

の
仕
事
に
ど
れ
だ
け
責
任
を
持
て
る
の
か
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
た
こ
と
で
重
篤
症

状
を
呈
し
た
人
が
い
る
事
実
に
、
ど
こ
ま
で

誠
実
に
向
き
合
う
の
か
、
と
い
う
点
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
も
、
ま
た
、
ロ
ビ
イ
ス
ト
の

介
在
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
意
味
で
も
、
重
要

な
政
策
決
定
に
た
ず
さ
わ
っ
た
ロ
ビ
イ
ス
ト

は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
取
材
に
応
じ
る
べ

き
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

　

新
日
本
Ｐ
Ａ
の
小
原
泰
社
長
は
、
私
の
取

材
依
頼
に
応
じ
ま
し
た
。
重
篤
症
状
の
人
が

い
る
こ
と
も
、
小
原
氏
は
知
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
小
原
氏
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

必
要
性
を
説
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
取
材
に
応
じ
な
い
ロ
ビ
イ
ス
ト

も
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ガ
ー
タ
シ
ル
を
製

造
販
売
す
る
Ｍ
Ｓ
Ｄ
社
の
親
会
社
メ
ル
ク
の

ロ
ビ
イ
ン
グ
を
請
け
負
う
実
力
派
ロ
ビ
イ
ス

ト
、
ロ
イ
・
フ
ァ
ウ
チ
氏
で
す
。
ヘ
ル
ス
ケ

ア
大
手
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
グ
ル
ー
プ
と
日
本
看
護
協
会
が
創
設
し
た

「
ヘ
ル
シ
ー
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
賞
」
の
事
務
局
長

を
担
い
、
日
本
の
政
界
、
経
済
界
に
太
い
パ

イ
プ
を
持
つ
人
物
で
す
。

　

共
和
党
系
ロ
ビ
イ
ス
ト
の
フ
ァ
ウ
チ
氏
が

永
田
町
や
霞
ヶ
関
で
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
た

の
か
、
し
て
い
る
の
か
。
メ
ル
ク
社
か
ら
、

ど
の
程
度
の
報
酬
を
う
け
た
の
か
。
明
ら
か

に
す
べ
き
こ
と
で
す
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

は
、
そ
こ
を
明
ら
か
に
す
る
努
力（
取
材
）を

続
け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。


